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1.　はじめに
本研究では，現代スペイン語において譲歩をあらわす構文の 1つとされる a 
pesar de que構文について扱う．具体的には以下のような文である．
（1） A pesar de que me he tomado varias pastillas, no siento ninguna mejoría.
 （薬を何錠も飲んだのに，まったく回復した気がしないよ）
（Flamenco García 1999: 3835）
（2） No lo ha hecho a pesar de que habría sido mejor para él.
 （彼にとっては有利だったのに，彼はそれをしなかった）
（García Santos 1993: 201）
次節で述べる通り，先行研究においては，この構文は aunque構文と類似した
ものとして扱われることが多いが，それ以上の意味規定は十分におこなわれて
いないように見受けられる．そのため，本研究では a pesar de que構文の意味
特徴に注目しつつ，それが具体的な談話の中でどのような機能を果たしうるか
という点について考察したいと思う．なお，a pesar de +不定詞または a pesar 








定義が説明された後，具体的な形式として aunque, a pesar de que, si bienといっ
た形式が紹介されるという流れが採られることが多い（RAE et al. 2009，








あるものと考えられ，a pesar de que構文について扱う本研究はその試みの 1
つとして位置付けられる．では，次の 2.2では，a pesar de que構文について
扱った先行研究を概観する．
2.2.　先行研究
2.2では，具体的に a pesar de que構文について扱われた先行研究を概観す
る．すでに述べた通り，a pesar de que構文の意味機能について扱った論考は
多くはないが，RAE et al. （2009），Bosque y Demonte （1999），Montolío（2001），
Matte Bon（1995）に記述が見られる．ここでは特に，a pesar de que構文の意
味特徴について述べたMontolío（2001），Matte Bon（1995）を取り上げたい．
まずMontolío（2001）は，a pesar de que構文と aunque構文の意味的差異と
して，前者（a pesar de que構文）は後者（aunque構文）よりも「強い対比（un 
contraste más fuerte）」を構築すると指摘しており，例えば以下の例においては，
a pesar de queの代わりに aunqueを使用すると「対比の力（fuerza contrastiva）」
の多くが失われるとしている．
（3） En nuestras ciudades, cada día es mayor el número de personas que se 
quejan de la ausencia de humanidad en el médico actual. La gente añora la 
imagen idealizada del galeno rural de antaño, {a pesar de que / aunque} a 
menudo éste no podía hacer otra cosa que limitarse a confortar al enfermo 
con su presencia, mientras la enfermedad seguía irremediablemente su 
curso.
1　このような考えは，例えば Bango de la Campa y Donaire（2006: 169）に見られる以下のよ
うな記述からも明らかである．
“［...］ la tradición gramatical y la tradición lingüística tratan, generalmente, la concesión como un 
procedimiento de orden sintáctico, marcado por el empleo de determinados conectores. La sola 
presencia de un conector concesivo basta para identificar una oración, sin aportar la necesaria reflexión 




る分析はおこなわれていないのである） （Flor de la Campa y Donaire 2006: 169）











（4） ●¿Y qué tal su inglés?




（Matte Bon 1995: 213）
本研究は，これら 2つの研究において指摘された，a pesar de que構文が有す
るという「強い対比」あるいは「対比の強調」という説を否定しようとするも




次節 3では，まず譲歩構文の意味構造を確認した後，a pesar de que構文が
固有に有する特徴について考察する．





節であらわされる内容 pから喚起される因果関係 si p, qに反する内容 no qが
主節にあらわれたもの」と考える．例えば，以下の例を見てみたい．
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のような意味構造は a pesar de que構文についてもあてはまるため，従来の文
法書等はこの共通点に着目し，譲歩構文という 1つのカテゴリーにまとめてい
るものと考えられる．













●¿Y qué tal su inglés?
○Pues mire, a pesar de que he seguido varios cursos, todavía tengo dificultades.
（Matte Bon 1995: 213）
また，以上のように考えると，a pesar de que構文では強い因果的結びつき
が喚起されるため，その結びつきに反する状況とは話者の予測と比較すると大
きく食い違ったものであると予想される．
以上を総合すると，a pesar de que構文では，aunque構文と比べて強い因果
的結びつきが喚起され，その関係と食い違う状況が主節で表現されるものと考
えられる．
a pesar de que構文がこのような意味を有することの傍証として，次のよう
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な文において a pesar de que構文が使用できないことが挙げられる．
（7） El examen será en esta aula, aunque no estoy seguro.
（8） Ese chico trabaja cerca de aquí, aunque no lo sé exactamente.
（7’） *El examen será en esta aula, a pesar de que no estoy seguro.
（8’） *Ese chico trabaja cerca de aquí, a pesar de que no lo sé exactamente.
（試験はこの教室でおこなわれるだろう．確かじゃないけど）








うな文において a pesar de que構文が使用された（7’）,（8’）が非文となるの
は，a pesar de que構文によって喚起される強い因果的結びつきと食い違う発
話行為を話者自身がおこなうという状況が不自然であるためではないかと考え
られる．
さらに，a pesar de que構文の特徴としてもう 1点指摘したいことは，従属
節，つまり a pesar de que節内の内容に際立ちを与える構文であるということ
である．強い因果的結びつきが喚起される a pesar de que構文において，さら
に a pesar de que節であらわされる内容に際立ちが与えられると，話者の予測
によれば主節の事態が生じる可能性が極めて高くなる．それにもかかわらず主
節の事態が生じない状況が示されることになるため，話者の予測とは大きな食
い違い（Montolío 2001の用語では「強い対比」，Matte Bon 1995の用語では
「対比の強調」）が生まれることになる．a pesar de que節の内容に際立ちが与
えられるという考えを支える根拠は以下の 2点である．第一に，a pesar de que




A PESAR DE QUE me he tomado varias pastillas, no siento ninguna mejoría.
（9b）
?AUNQUE me he tomado varias pastillas, no siento ninguna mejoría.
第二の根拠は，a pesar de que節中であらわされうる内容は事実または実現
可能性の高い事態に限られ，さらに直説法の動詞が使用されることが多い
（RAE et al 2009: 1952, Borrego et al 1985: 173）という点である．先行研究によ
ると，a pesar de que節内の動詞は直説法・接続法のいずれをとることも可能
であり，原則として両叙法の交代は aunque節内の叙法交代の規則と同様であ
るとの指摘があるものの（Flamenco García 1999: 3835, Borrego et al 1985: 
173），以下のように動詞が接続法形をとる場合でも仮定的事態および反事実的
事態はあらわすことができないという2．
（10） *A pesar de que llueva mañana, iré de compras.
（たとえ明日雨が降っても，買い物に行くだろう）
（11） *A pesar de que yo fuera millonario, no lo compraría.
（たとえ私が大金持ちでも，それは買わないだろう）
このように，a pesar de que節内において仮定的事態や反事実的事態をあらわ
すことができないのは，際立ちが与えられる a pesar de que節に，起こるかど
うかがわからない仮定的事態や，事実とは異なる反事実的事態を置くことが不
自然であるためではないかと考えられる．
以上，本節では譲歩構文の意味構造を確認した後，a pesar de que構文が固
有に有する特徴について考察し，a pesar de que構文においては aunque構文よ
りも強い因果的結びつきが従属節の内容から喚起され，それと食い違う内容が






が知られており（subjuntivo temático），その用法であれば a pesar de que節においても接続法
が使用されると指摘する論考は存在する（Flamenco García 1999: 3835）．しかし他方で，その
環境でもやはり直説法が好まれるとする説もある（Borrego et al. 1985, Montolío 2001）．
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では次節 4.では，本節で指摘したような意味特徴を有する a pesar de que構
文が実際の談話の中でどのような機能と繋がりうるかという点について扱う．
4.　a pesar de que構文の談話機能










Más de 9.000 raciones en la espectacular e inesperada jornada inaugural 
del viernes y alrededor de 13.000 en la del sábado, a pesar de que la 
lluvia redujo considerablemente la afluencia de visitantes en horario 





（Faro de Vigo 08-10-2012,
http://www.farodevigo.es/portada-arousa/2012/10/08/primer-semana-
alcanza-35000-raciones-150000-euros/693111.html）
（13） Sorprendentemente, ni el Consell de Ibiza ni el PP local han presentado 
alegaciones a la reforma de la Ley de Costas, a pesar de que uno solo de 















a pesar de que構文が持ちうる機能として次に指摘したいのは，ある事態に
対する非難をあらわすものである．非難とは望む状況や予測する状況が生じな
い際におこなわれる行為であるため，これも a pesar de que構文の意味特徴か
ら容易に予測される機能である．具体的には以下のような例が見られる．
（14） （アルゼンチンのサッカーに関する記事）
El “Xeneize” cayó de local ante Juventud Alianza （San Juan） por 1 a 0, 
a pesar de que creó innumerables chances de gol. 






Ramón Ramírez, uno de los pocos venezolanos que no pudo plasmar su 
“x” sobre el tarjetón porque, según él, la información de la embajada no 
fue clara. “A pesar de que me inscribí para votar en Bogotá ante el 
Consejo Nacional Electoral de Venezuela, acá dicen que no aparece el 

















a pesar de que構文が持ちうる機能の 3つめは，自身の発言が矛盾したもの






Personalmente, sin ser ni abogado ni político, todo esto me parece una 
enorme falta de respeto para nuestro sistema judicial y un intento de 
injerencia en él difícilmente justificable, a pesar de que entiendo que 





（La Voz de Galicia 10-05-2009,
http://www.lavozdegalicia.es/barbanza/2009/05/10/0003_7707617.htm
（17） （甲状腺疾患の人［太りやすい］に対するコメント）
Y a pesar de que entiendo tu frustración… y lo difícil que parece superar 
todo esto, quiero que sepas esto…
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¡Hay Esperanzas!











（16） では，a pesar de que構文を使用することで，「アメリカが産業を保護した
いことを理解しているならば，我が国の司法制度に対する冒涜であるといった
発言はしないはずだ」という強い因果的結びつきを喚起させ，それと食い違う











本研究では，a pesar de que構文の意味特徴，および同構文が談話において
どのような機能を果たしうるかという点について考察した．本研究で明らかに
なった点は以下の通りである．
a pesar de que構文の意味特徴：
•　aunque構文と比べて強い因果的結びつきが喚起され，その
関係と食い違う状況が主節で表現される．
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•　従属節の内容に際立ちが与えられる．




本研究では上記の通り，「強い因果的結びつき」を a pesar de que構文の意味特
徴として指摘したが，実際には因果的結びつきは主観的なものであり，客観的
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